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平
成
二
十
一
年
二
月
二
十
八
日
か
ら
三
月
一
日
に
か
け
て
行
わ
れ
た
日
中
外
相
会
談
に
関
す
る
質
問
主
意
書

平
成
二
十
一
年
二
月
二
十
八
日
か
ら
三
月
一
日
に
か
け
て
、
中
曽
根
弘
文
外
務
大
臣
は
中
国
を
訪
問
し
、
楊
潔
�
中
国
外
交

部
長
と
の
会
談
（
以
下
、
「
外
相
会
談
」
と
い
う
。
）
等
を
行
い
、
そ
れ
に
関
す
る
文
書
（
以
下
、
「
文
書
」
と
い
う
。
）
が

外
務
省
Ｈ
Ｐ
に
お
い
て
「
中
曽
根
外
務
大
臣
の
訪
中
（
概
要
）
」
と
の
題
で
、
三
月
一
日
付
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
右
を
踏
ま

え
、
質
問
す
る
。

一

「
外
相
会
談
」
に
対
す
る
外
務
省
の
評
価
如
何
。

二

「
文
書
」
に
は
、
東
シ
ナ
海
に
お
け
る
資
源
開
発
に
つ
い
て
「
中
曽
根
大
臣
か
ら
、
昨
年
の
合
意
後
、
現
在
に
至
る
ま
で

国
際
約
束
締
結
交
渉
が
い
ま
だ
開
始
し
て
い
な
い
の
は
誠
に
遺
憾
で
あ
り
、
責
任
と
勇
気
あ
る
一
歩
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い

る
旨
指
摘
。
楊
部
長
か
ら
は
、
昨
年
の
合
意
は
日
中
双
方
共
同
の
努
力
で
達
成
し
た
も
の
で
あ
り
、
双
方
に
と
り
利
益
が
あ

る
、
国
民
等
の
関
心
も
高
く
、
今
後
と
も
事
務
レ
ベ
ル
の
協
議
を
継
続
し
て
い
き
た
い
と
の
発
言
が
あ
っ
た
。
」
と
の
記
述

が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
右
の
「
昨
年
の
合
意
後
、
現
在
に
至
る
ま
で
国
際
約
束
締
結
交
渉
が
い
ま
だ
開
始
し
て
い
な
い
の
は

誠
に
遺
憾
で
あ
り
、
責
任
と
勇
気
あ
る
一
歩
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
」
に
あ
る
「
責
任
と
勇
気
あ
る
一
歩
」
と
は
具
体
的

に
ど
の
様
な
意
味
か
。

一



三

「
外
相
会
談
」
に
お
い
て
中
曽
根
大
臣
は
、
昨
年
六
月
、
日
中
両
政
府
が
共
同
開
発
の
対
象
と
す
べ
く
協
議
を
行
い
、
現

状
を
維
持
す
る
こ
と
で
合
意
し
て
い
た
ガ
ス
田
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
樫
」
に
つ
き
、
中
国
が
新
た
に
掘
削
を
行
っ
て
い
た
こ

と
に
つ
い
て
の
抗
議
を
行
っ
た
か
。

四

「
文
書
」
に
は
尖
閣
諸
島
に
つ
い
て
「
中
国
側
か
ら
の
提
起
を
受
け
、
中
曽
根
大
臣
か
ら
は
、
我
が
国
の
原
則
的
な
立
場

に
つ
い
て
明
確
な
説
明
を
行
い
、
双
方
の
立
場
が
異
な
る
こ
と
を
も
っ
て
、
日
中
関
係
全
般
に
影
を
さ
す
こ
と
が
な
い
よ
う

努
力
し
て
い
く
こ
と
で
一
致
し
た
。
」
と
の
記
述
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
「
外
相
会
談
」
に
お
い
て
尖
閣
諸
島
の
話
題
が
取

り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
、
い
つ
、
ど
の
様
に
し
て
決
ま
っ
た
の
か
。

五

四
に
あ
る
尖
閣
諸
島
に
つ
い
て
の
「
我
が
国
の
原
則
的
な
立
場
」
と
は
ど
の
様
な
も
の
か
。

六

我
が
国
が
抱
え
る
領
土
問
題
は
竹
島
と
北
方
領
土
を
巡
る
問
題
の
二
つ
の
み
で
あ
り
、
尖
閣
諸
島
を
巡
る
領
土
問
題
は
そ

も
そ
も
存
在
し
な
い
と
い
う
の
が
政
府
の
公
式
な
見
解
で
あ
る
と
承
知
す
る
が
、
現
在
も
右
の
見
解
に
変
わ
り
は
な
い
か
。

七

「
外
相
会
談
」
に
お
い
て
尖
閣
諸
島
に
つ
い
て
中
曽
根
大
臣
よ
り
言
及
が
な
さ
れ
た
こ
と
は
、
あ
た
か
も
日
中
間
に
お
い

て
尖
閣
諸
島
が
係
争
化
し
、
同
島
を
巡
る
領
土
問
題
が
存
在
す
る
か
の
様
な
誤
解
を
国
内
外
に
与
え
、
同
島
の
領
有
権
を
狙

う
中
国
側
を
た
だ
利
す
る
だ
け
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
中
曽
根
大
臣
の
見
解
如
何
。

二



右
質
問
す
る
。

三


